
27．九重町地域公共交通再編実施計画

【作成主体】九重町 【区域】九重町・玖珠町の一部 【計画期間】平成３０年１０月１日～平成３３年９月３０日

再編後の路線図

バス停追加による
アクセス性向上

路線の延伸
による交通空白
地域の解消

デマンド化し、
需要に応じた
運行形態に転換

バス停追加による
アクセス性向上

乗換え拠点整備、2系統
合わせた運行の適正化

再編前の路線図

交通空白地
の存在

交通空白地の
存在

利用率の著し
く低い路線・
区間の存在

昼間時間帯の
移動ニーズの

存在

長距離による
非効率路線の

存在

バス停までのアク
セスの悪い地域の

存在

◆重複路線の解消
○路線の統合により重複区
間を整理し、運行の効率性
を向上

♦利便性の向上
○路線の延伸により交通空
白地域を解消
○バス停を追加し、より公共
交通を利用しやすい環境に

◆低利用路線のデマンド
運行転換
○路線定期運行からデマン
ド運行し需要に応じた運行
形態へ転換
○ワゴン車両から小型車両へ
ダウンサイジング

♦ダイヤの見直し
○移動ニーズや他モードとの
接続を踏まえたダイヤ見直し、
運行曜日の修正を実施

 利用実態を鑑みた重複路線及び非効率路線の統合・廃止による運行の効率化

 ニーズに応じた路線の再編による利便性の向上（低利用路線のデマンド化・公共交通空白地の解消）

乗換拠点
（飯田交流
センター）

路線の統合に
より重複区間
の解消

【主な事業内容】

重複区間
の存在


